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第１ 「八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要 

 

１．総合戦略の位置づけ 

総合戦略では、まず「人口ビジョン」として、八王子市の人口動態や産業構造等の分析、学生や

若年層に対するアンケート、市政世論調査から本市の置かれている現状を分析し、目指すべき将来

展望を示している。そのうえで、目指すべき将来展望の実現を目指し、八王子ビジョン 2022 及び

アクションプランの施策展開を前提に、人口減少問題と向き合うために必要な施策を、政策軸ごと

にパッケージ化した。 

なお、総合戦略策定にあたっては、産業界、八王子市、大学、金融機関、労働者、メディア（産

官学金労言）に公募市民を加えた、「八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進懇談会」を設

置し、広く意見を聴取した。 

 

２．総合戦略の改定 

八王子市基本構想・基本計画「八王子ビジョン 2022」では、平成 30 年（2018 年）3 月に計画

の改定を行っており、各施策の達成度をはかる評価指標についても、目標値に対する実績値を踏ま

え、施策の進捗状況がより明確になるよう、見直しや追加を行っている。この改定を踏まえ、総合

戦略においても、平成 30 年（2018 年）6 月に、数値目標、KPI（重要業績評価指標）及び事業例

等の修正を行うとともに、政策パッケージにおける基本的方向の見直し並びに新たな取組の追加等

を行った。 

なお、改定にあたって、「人口ビジョン」に示す本市が目指すべき将来の方向は堅持するが、人

口動態及び人口の将来推計について、最新の住民基本台帳人口の動向等を踏まえて更新するととも

に、人口推計についても、平成 27 年（2015 年）国勢調査結果における人口を基準に再推計した。 

 

３．総合戦略の構成 

（１）目指すべき将来の方向 

  ①平成 72 年（2060 年）に本市人口の 8 割の維持を目標とする。 

  ②人口構造（年少人口、生産年齢人口、老年人口）の安定化を図る。 

  ③平成 52 年（2040 年）までに出生率 1.8（国民希望出生率）の達成を目指す。 

  ④平成 32 年（2020 年）までに若年層の流出を 4 分の 1 に抑制することを目指す。 

  ※元号は、総合戦略における記載にしたがって「平成」を用いている。 

 

（２）基本方針 

  ①まち・ひと・しごとの好循環 

「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を創るという好循環を生み出すこと、そ

れを支えるための「まちづくり」を進める。 

  ②交流人口の増加 

交流人口を増加させることにより、本市の魅力を感じ、ライフステージの様々な局面で本市に

居住するという選択肢を考えてもらえる取組を進める。 
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（３）４つの政策軸 

  ①ひとづくり    市民力の源泉である市民活動の支援や、将来を担う子どもたちがいきいき

と成長し、就労・結婚・出産・子育ての希望が叶うまちの実現に資する施

策をパッケージ化 

  ②しごとづくり   雇用の場を創出するという視点に立ち、地域産業の支援、企業立地の促進、

新規創業の支援に取り組むとともに、学生の地元企業への就労支援策など

をパッケージ化 

  ③まちづくり    地域に賑わいを創出するという視点に立ち、本市の「顔」である中心市街

地の活性化や人口減少社会を想定した空き家対策や沿道集落の活性化な

どをパッケージ化 

  ④本市の魅力の発信 交流人口の増加に直結する、本市の特性を活かした地域ブランドの創出や

観光産業の振興、効果的な魅力の発信といった施策をパッケージ化 

 ※ その他、行政裁量の拡大に向けた取組として、特区（構造改革特区、国家戦略特区）制度の活

用、地方分権の更なる推進、都市間連携の推進に取り組む。 

 

４．計画期間 

  平成 27 年度（2015 年度）から平成 31 年度（2019 年度）までの 5 年間 

 

５．マネジメントサイクル 

総合戦略では、政策軸ごとに政策パッケージを示し、それぞれ重要業績評価指標（Key 

Performance Indicator：KPI）を設定し、これをもとに毎年検証し、改善する PDCA サイクルを

確立し、進行管理を行っていく。 

 

６．平成 30 年度（2018 年度）実績評価の実施状況 

本報告書では、八王子市の人口の現状や、総合戦略に掲げた政策軸ごとの平成 30 年度（2018 年

度）の数値目標及び KPI の実績値を示し、分析・評価を行った。また、令和元年（2019 年）年 8

月 8 日に「八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進懇談会」を開催し、産業界、大学、金融

機関、労働者、公募市民という様々な立場からの意見を聴取した。 

この取組及び平成 30 年（2018 年）6 月の改定を踏まえ、人口減少問題に向き合う政策パッケー

ジをこれまで以上に強力に実行するため、引き続き、市が策定する各種計画との連携を図りつつ、

事業内容に応じて庁内横断的な取組を積極的に展開する等、本総合戦略の着実な推進を図っていく。 

 

 ※ 市政世論調査の結果を基準値及び目標値として設定している数値目標及び KPI における平成

30 年度（2018 年度）実績値については、令和元年（2019 年）5 月に実施した「令和元年（2019

年）八王子市市政世論調査」の速報値を使用している。（同調査結果の報告書は、令和元年（2019

年）9 月末に公表予定。） 
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第２ 八王子市の人口の現状 

 

１．住民基本台帳に基づく人口の増減 

（１）自然動態 

八王子市では、平成 22 年度（2010 年度）に死亡者数が出生者数を上回る「自然減」へと転じて以

降、その差は年々大きくなっており、平成 30 年度（2018 年度）には、出生者が 3,301 人、死亡者が

5,492 人で、2,191 人の自然減となった。【図表１】 

 

【図表１】出生者数・死亡者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）社会動態 

八王子市の転入、転出による社会動態は、平成 22 年度（2010 年度）までは転入者数が転出者数を

上回る「社会増」が続いていたが、平成 23 年度（2011 年度）にその差が大きく減少し、平成 26 年

度（2014 年度）には転入者数と転出者数がほぼ均衡した。 

その後、平成 27 年度（2015 年度）から再び転入者数が転出者数を上回っており、平成 30 年度（2018

年度）は、1,562 人の社会増となっている。【図表２】 

 

【図表２】転入者数・転出者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 24 年（2012 年）の住民基本台帳法一部改正により、住民基本台帳人口に外国人住民も含まれることになったが、人口増減の

経年比較をするために、平成 24 年度（2012 年度）の転入者数から、増加となった外国人住民の人口（8,932 人）を除いている。 

出典：八王子市 HP 「住民基本台帳 人口の増減」 

 

各年度 4月 1日～3月 31日

で集計 

各年度 4月 1日～3月 31日

で集計 

 

出典：八王子市 HP 「住民基本台帳 人口の増減」 
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２．人口の推移 

（１）住民基本台帳人口 

住民基本台帳における本市の総人口は、平成 23 年度（2011 年度）まで増加が続いたが、平成 24

年度（2012 年度）からはほぼ横ばいに推移している。ただし、外国人を除いた日本人のみの人口は、

平成 23 年度（2011 年度）をピークに減少傾向が続いている。【図表３】 

なお、市内各地域（各事務所管内）の人口の推移（各年度 3 月 31 日時点）を参考に示す。【図表４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳法改正により、平成 24 年度（2012 年度）以降は、住民基本台帳人口に外国人住民が含まれている。 

【図表４】市内各地域の人口の推移（住民基本台帳） 

【図表３】市内全体の人口の推移（住民基本台帳） 




